
な が さ き 労 福 協 第 192 号　⑴ 2023年12月 1日

　長崎県労福協は、「中央労福協2023全国福祉強化
キャンペーン」期間中、労福協活動の存在意義を高め
るために各種の活動を実践しました。以下に、特徴的
な内容についてご報告します。

■長崎県に「要請書」を提出
県庁にて髙藤会長が、大石知事に「要請書」を提出

　県労福協は11月13日（月）、「2023年度政策・制度に
関する要求・提言」として、大石賢吾知事に７分野20
項目の「要請書」を提出しました。当日は、重点として、
人口減少対策、安心・信頼できる社会保障の構築（子
育て支援、介護サービスへの支援）について労福協よ
り主旨説明を行い、長崎県より回答をいただきました。

【重点３項目（要旨）】
■若者の県外への流出が懸念される中での県内への
定着に向けた対策
※自治体と大学等が連携し、県内の大学の魅力発信
の機会を早期に実施すること。
■安心・信頼できる社会保障の構築（子育て支援）
※産後パパ育休制度の詳細を企業に理解してもらうた
めの働きかけを行うこと。
■安心・信頼できる社会保障の構築（介護分野）
※介護に携わる方々の確保に向け、従事者の処遇改
善などの施策を強化すること。

2023全国福祉強化キャンペーンの取り組みを展開中！
～自治体要請行動、加盟労働団体要請行動、ろうきん・
こくみん共済coopとの連携強化と合同研修会を開催～

■労福協・ろうきん・こくみん共済coop合同研
修会（10月28日・土）  ホテル  セントヒル長崎

　地球環境課題に対する問題意識の向上を図るため、
長崎地方気象台の田代気象予報士・防災士より、「気
候変動（危機）と災害」をテーマに講演を受けました。
講演で は、地
球温暖 化のメ
カニズ ムと緩
和 策、 適 応
策、日 本、長
崎県の 気温・
降水量 の長期
変化、台風を含む将来の予測を学びました。日本の
年間平均気温が、100年あたり1.3℃の割合で上昇して
いる中、長崎1.5℃、佐世保1.9℃、福江2.4℃、厳原
1.1℃の上昇を共有しました。21世紀末には、平均気

主催者を代表し、髙藤会長が研修会の主旨・
運営にあたり参加者に挨拶しました。

主催者を代表し、髙藤会長が研修会の主旨・
運営にあたり参加者に挨拶しました。

災害への心構えを発信する長崎地方気象台の
田代土砂災害気象官（気象予報士・防災士）
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田代土砂災害気象官（気象予報士・防災士）

温が上昇し、35℃以上の猛暑日、25℃以上の熱帯夜
が増加するとの予測もあり、台風も大型化・強力化す
る可能性があります。最近は、短時間強雨も増えてお
り、自然災害リスクが増大しています。

　長崎県は、土砂災害警戒区域が、32,000ヵ所以上
あり、災害発生前にすべての箇所で対策することは困
難です。発生時は迅速な避難が重要になります。
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平均気温の上昇、短時間強雨、
台風の大型化・強力化への警
戒と備えが大切！自然災害リス
ク増大の中、平時の備えと自
然災害共済への加入が重要！
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　長崎県労福協は、「中央労福協2023全国福祉強化
キャンペーン」期間中、労福協活動の存在意義を高め
るために各種の活動を実践しました。以下に、特徴的
な内容についてご報告します。

■長崎県に「要請書」を提出
県庁にて髙藤会長が、大石知事に「要請書」を提出

　県労福協は11月13日（月）、「2023年度政策・制度に
関する要求・提言」として、大石賢吾知事に７分野20
項目の「要請書」を提出しました。当日は、重点として、
人口減少対策、安心・信頼できる社会保障の構築（子
育て支援、介護サービスへの支援）について労福協よ
り主旨説明を行い、長崎県より回答をいただきました。

【重点３項目（要旨）】
■若者の県外への流出が懸念される中での県内への
定着に向けた対策
※自治体と大学等が連携し、県内の大学の魅力発信
の機会を早期に実施すること。
■安心・信頼できる社会保障の構築（子育て支援）
※産後パパ育休制度の詳細を企業に理解してもらうた
めの働きかけを行うこと。
■安心・信頼できる社会保障の構築（介護分野）
※介護に携わる方々の確保に向け、従事者の処遇改
善などの施策を強化すること。

■労福協・ろうきん・こくみん共済coop合同研
修会（10月28日・土）  ホテル  セントヒル長崎

　地球環境課題に対する問題意識の向上を図るため、
長崎地方気象台の田代気象予報士・防災士より、「気
候変動（危機）と災害」をテーマに講演を受けました。
講演で は、地
球温暖 化のメ
カニズ ムと緩
和 策、 適 応
策、日 本、長
崎県の 気温・
降水量 の長期
変化、台風を含む将来の予測を学びました。日本の
年間平均気温が、100年あたり1.3℃の割合で上昇して
いる中、長崎1.5℃、佐世保1.9℃、福江2.4℃、厳原
1.1℃の上昇を共有しました。21世紀末には、平均気

講演後、住まいる共済のあゆみと災害への備えについて、
こくみん共済 coop にリレー！   説明する山田職員
講演後、住まいる共済のあゆみと災害への備えについて、
こくみん共済 coop にリレー！   説明する山田職員

ろうきん70年のあゆみをＤＶＤで視聴したうえで、
ろうきんの取り組みを説明する県本部　野川課長
ろうきん70年のあゆみをＤＶＤで視聴したうえで、
ろうきんの取り組みを説明する県本部　野川課長

閉会にあたり、日頃のコミュニティの
大切さを発信する米村副会長

閉会にあたり、日頃のコミュニティの
大切さを発信する米村副会長

温が上昇し、35℃以上の猛暑日、25℃以上の熱帯夜
が増加するとの予測もあり、台風も大型化・強力化す
る可能性があります。最近は、短時間強雨も増えてお
り、自然災害リスクが増大しています。

　長崎県は、土砂災害警戒区域が、32,000ヵ所以上
あり、災害発生前にすべての箇所で対策することは困
難です。発生時は迅速な避難が重要になります。
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　県労福協は10月15日（日）、長崎交通労組のご協力
を得て、諫早市の県立総合運動公園野球広場におい
て、「第39回長崎県労働者スポーツ大会（グラウンドゴ
ルフ）」を開催しました。当日は、好天に恵まれ、県
下各地から集まった27チームで交流を深めました。

＜優　勝＞（長工労組）アレ！の次のソレ！
＜準優勝＞長崎県生協連
＜３　位＞ララコープ

優勝（ダブルペリア）
菊永　昌和　氏

優勝（ダブルペリア）
菊永　昌和　氏

プレー終了後に、再度カンパを
お願いしたうえで、表彰式に！
プレー終了後に、再度カンパを
お願いしたうえで、表彰式に！

ベストグロス賞
作元孝明  氏　83（40　43）

ベストグロス賞
作元孝明  氏　83（40　43）

南部労福協「研究集会」の開催南部労福協「研究集会」を開催！
10月12日～13日（熊本市）

　南部ブロック協議会（南部労福協）は10月12日（木）
～13日（金）、熊本市において「研究集会」を開催しま
した。今回は、食に対する感謝の気持ちを醸成する
ため、ドキュメンタリー映画「弁当の日」を視聴し、
続けてＳＤＧｓの視点で食を学びなおしました。
　さらに、熊本地震からの復興・復旧に向けた取り
組みについて講演を受けました。

労働者スポーツ大会（グラウンドゴルフ）を開催！
10月15日（日）　好天の下、27チームが結集！
優勝は、（長工労組）アレ！の次のソレ！

　11月17日（金）、諫早市の長崎国際ゴルフ倶楽部に
おいて、「労福協第15回チャリティゴルフコンペ」を
開催しました。天候が気になる状況ではありました
が無事に終了しました。集約した「69,474円」につい
ては、「ひとり親家庭福祉会ながさき」に寄贈します。

第15回チャリティゴルフコンペを開催！
11月17日（金）　長崎国際ゴルフ倶楽部（諫早市）

̶ 参加者55名からのカンパを集約 ̶

優勝した（長工労組）アレ！の次のソレ！

対馬地区からも６名が参加し大奮闘！



な が さ き 労 福 協⑷　第 192 号 2023年12月 1日

１．九州ろうきんでは、カーライフローンと教育ロー
ン、〇〇〇〇応援キャンペーンの３つのキャン
ペーンを実施しています。「〇」に入るのは何で
しょうか？

２．こくみん共済coopでは、公式アプリを通じて
組合員のくらし全般をサポートする「●●●●
サポート」を展開中です。「●」に入るのは何で
しょうか？

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2024年1月17日(水)(当日消印有効)
○当選者に「お楽しみプレゼント」をお送りします。
正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「４」　 2.「10・31」
○前月号当選者発表(敬称略)
　一ノ瀬　正章（東彼杵郡）　山口　好春（佐世保市）
　浅井　智晴（大村市）　　　中里　潤子（長崎市）　
　原　大二郎（諫早市）　　　斉藤　弥寿孝（壱岐市）

第136回
労福協

　11月26日（日）、島原市の復興アリーナにおいて、
「健康しまばら福祉まつり」が開催され、島原地区
労福協が参加しました。「きょうちゃん」ののぼりと
ぬいぐるみが来場者を温かくお迎えです。ライフ
サポートセンターの紹介、奨学金問題、高等教育
費の漸進的無償化と負担軽減に向けた取り組みも
紹介しました。

̶ 島原地区労福協 ̶
健康しまばら福祉まつりに参加！

労福協・ろうきん・こくみん共済coopの三者で加盟労働団体（産別）を訪問し、
労福協活動、ろうきん・こくみん共済coopの事業推進に向け協力を要請！

～各団体が行う人材育成の取り組みや消費者教育等へのサポートもアピール～

2023年12月15日（金）、ホテル　ニュー長崎において、「県内の子どもの貧困と支援」を
テーマに「2023年度労福協セミナー」を開催します！
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̶̶ 将来の備えに向けたご相談は“ろうきん”へ ̶̶



な が さ き 労 福 協 第 192 号⑹  2023年12月 1日

̶̶ 保障の相談は「こくみん共済coop」へ ̶̶


